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要旨
医薬系の実習における感染予防対策を目的として，医薬系キャンパスの学生に対して， B型肝炎ワク
チン（以下 HB ワクチン）による予防接種を行った。その結果， 1 シリーズの HB ワクチン後には，





















対象は， 20XX 年から 20X(X+5）年までの 5 年
間において， HBs 抗体検査および HB ワクチン
接種を実施した学生 1223 名である。 HB ワクチ
ンは，組み替え沈降B型肝炎ワクチン「ビーム
ゲン⑧」（化学及血清療法研究所：以下化血研，
熊本）を用い， 0.5ml を 1 シリーズ 3 回（初回， 1 ヶ
月後， 6 ヶ月後）上腕に皮下注射（もしくは筋肉
内注射）した。 HB ワクチン接種後の抗体検査は




て初回から約 12 ヶ月後に追加接種を 1 回行い，
その約 1 ヶ月後に抗体検査を施行した。
また 20l(X+4）年および 20(X+5）年に，肝炎ワ
クチン 1 シリーズ施行後 2 年ないし 3 年を経た学
生の希望者 272 名を対象として， PHA法による
肝炎抗体検査を施行した。







I シリーズ後に抗体陰性であった計 18 名に対し
て追加接種を勧奨し， 17 名が l 匝の追加接種を
行った。その結果，陽転化が得られなかった者は
8 名（追加接種者の 47%，全体の 0.7%）であっ
た（表 2 ）。









20l(X+ 1) 3 2 1 
20l(X+2) 2 2 1 1 
201(X+3) 4 4 2 2 
201(X+4) 5 5 3 2 
20l(X+5) 5 5 3 2 
一方， 1 シリーズ施行後に抗体陽性を確認した




は 94 名（34.6%）であった（表 3）。年度別での
比較では， 201Y 年の受験者 140 名中，抗体陰性




陽転後 1 年目で、検査を行った者 92 名中，抗体陰
性者は 18 名（19.6%）であったのに対して， 2
年目で検査を行った 180 名中，抗体陰性者は 104
名（42.2%）であり（図 1），有意に 1 年間で急速
な陰転化が認められた（P< 0.01) 。





















ている。特に HBV 感染症は， HBe 抗原陽性者
の血液による針刺し事故が起こった場合に，感









大学生における B型肝炎抗体 3 
ンに準拠したワクチン接種勧奨が求められてい
る。
この中で肝炎ワクチンに関しては， 0, 1, 6 ヶ
月後の 3 回接種を 1 シリーズとして行い， 3 回目
の接種終了後から 1 ～ 2 ヶ月後に HBs 抗体検査
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は続くことが判明したため， 2014 年 12 月に公表
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